
 
 

 
平成 23 年４月 19 日 

各   位 

会 社 名 株 式 会 社   ジ ョ イ ス 

代 表 取 締 役 
代 表 者 名

兼 社 長 執 行 役 員 
小苅米 秀樹

（ＪＡＳＤＡＱ コード番号 8080）

問い合わせ先   執行役員経営計画室長 佐 藤  達 見 

電    話             019-623-6100 

 

 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 23 年４月 19 日開催の取締役会決議により、下記のとおり平成 23 年２月 28 日を基準日とす

る剰余金の配当を行うことを決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成 23 年１月５日） 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年２月期） 

基 準 日 平成 23 年２月 28 日 同左 平成 22 年２月 28 日 

１株当たり配当金 12 円 00 銭 12 円 00 銭 12 円 00 銭

配 当 金 の 総 額 133 百万円 － 133 百万円

効 力 発 生 日 平成 23 年５月 25 日 － 平成 22 年５月 26 日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．理由 

当社は、「資本」は株主の皆様からお預かりしたものとの考えに立ち、利益還元として、安定的な収益を基

盤とした安定配当を継続することを剰余金配分の基本方針としております。また、内部留保金につきましては、

新規出店、既存店の活性化、並びにシステムの強化等への設備投資に充当してまいります。従いまして、株主

の皆様に対する配当につきましては、これらの再投資のための資金確保と安定的な配当継続を基本に、財政状

況、収益性、配当性向等を総合的勘案して決定することとしております。 

当社は、平成 22 年５月 25 日開催した第 69 回定時株主総会において、資本政策及び配当政策を機動的に遂

行することが可能になるよう「会社法第 459 条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当

等を行うことができる。」旨の定款の変更を行いました。この定めに基づき、平成 23 年４月 19 日開催の取締

役会において、当事業年度の期末配当金を１株当たり 12 円とすることを決議いたしました。 
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